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 地域包括ケアシステムが始まるより以前、2012年 12 月から始まった医師、歯科医師、薬

剤師、訪問看護ステーション、ケアマネージャー、行政職員等の多職種で勉強会を開催し

てきた。現在も年に 3回の研修や市民公開講座を開催している。 

 事前指示書プロジェクトチームでは、自宅で看取れた事例、看取れなかった事例 263 事

例を集めて必要な因子を分析している。 

 港北区在宅医療・介護連携推進ネットワーク（通称「高齢者支援ネットワーク」）は、港

北区内の高齢者が住み慣れた地域で安心して生活できるように、医療・介護・行政が連携

して高齢者に対する支援を行い、各機関間の信頼を育成するために活動している組織。港

北区の医師会、歯科医師会、薬剤師会、訪問看護ステーション連絡会、港北区在宅医療相

談室、港北区在宅歯科相談室、地域ケアプラザ、ガンバ港北（介護事業所等連絡会）、区役

所で構成。 



※港北区高齢者支援ネットワーク：港北区医師会、港北区歯科医師会、港北区薬剤師会 

港北区訪問看護ステーション連絡会、港北区在宅医療相談室、港北事業者連絡会｢ガンバ港北｣ 

港北区在宅歯科相談室、港北区内地域ケアプラザ（包括職員）、港北区役所で構成するネットワーク組織  

みなさん！在宅医療って病院での医療（治療）と同じと思っていませんか？ 

在宅では病院のようにナースコールを押せば直ぐにかけつけることはできません。 

地域で暮らし続けるために必要な医療を多職種で協力してバックアップしていくことが 

在宅医療です。 

今回は、認知症の方とその家族が、どのように最期まで自宅で過ごすか？ 
に焦点をあてています！ 

                     令和元年（2019 年度）高齢者支援ネットワーク・市民啓発講演会 

 

 

 

 

 

                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

                

問い合わせ：港北区在宅医療相談室  

電話：０４５－４３８－３４２０  FAX:０４５－４３８－３４２１ 

 

 

 

 

 

 

参加無料 

【内  容】・専門職で行う寸劇 

「認知症の方を在宅で看取るには」 

     ・専門職からの講話 

       医師・歯科医師・薬剤師・介護支援専門員     

【日  時】令和元年 10 月１7 日（木）14 時～１5 時 45 分 

（受付開始:１３時３０～）           

【会  場】 港北公会堂 

【定  員】 先着：200 名              
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